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前回の課題

• Ａ社の営業員がＡ社から出発して、取引先の
Ｂ社、Ｃ社、Ｄ社を１回ずつ訪問してＡ社に戻
りたい。各社間 （FromからTo） の所要時間を
表のとおりとするとき、最短の巡回時間は何
分か。
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From/To Ａ社 Ｂ社 Ｃ社 Ｄ社

Ａ社 ー ２０ ３５ ４０

Ｂ社 ２０ ー ５０ ２５

Ｃ社 ３５ ５０ ー ３０

Ｄ社 ４０ ２５ ３０ ー

単位：分



解説

• 取引先の訪問順は３！（＝６）通りあるが、
From/To表から往復の所要時間は同じなので、

– Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ａ １４０分

– Ａ→Ｂ→Ｄ→Ｃ→Ａ １１０分

– Ａ→Ｄ→Ｂ→Ｃ→Ａ １３５分

の３つのうち、最短となるのは１１０分である。
そのときの訪問順は、次の２通り：

– Ａ→Ｂ→Ｄ→Ｃ→Ａ

– Ａ→Ｃ→Ｄ→Ｂ→Ａ
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今回の授業内容

• 第21回授業
「在庫管理」

–定量発注法
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在庫管理

• 在庫管理の目的は
“適正な在庫量”を管理すること

–在庫不足による販売機会の損失を防ぐ

–過剰在庫による在庫維持費を抑制する
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仕入れ
出荷



在庫のコスト計算

• 発注費用 …発注にかかるコスト

（Ｒ÷Ｑ）×Ａ

–使用量Ｒ

– １回当たりの発注量Ｑ

– １回当たりの発注費用Ａ

• 在庫費用 …在庫を維持するコスト

Ｑ×Ｐ

– １回当たりの発注量Ｑ

– １個当たりの在庫維持費用Ｐ
2008年11月 7日 経営工学概論 6



在庫総費用

費
用

発注量Ｑ

発注費用

維持費用

総費用

Ｑ*
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（需要が一定の場合）



相加平均・相乗平均の関係

• 正値データに対する相加平均 （算術平均） は
相乗平均 （幾何平均） を下回らない：

–例えば、ａ＞０、ｂ＞０のとき

の関係が成り立つ。ただし、等号は ａ＝ｂ のとき
成立する。
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最適発注量

• 在庫総費用を最小化する最適発注量Ｑ*は

の等号成立条件から、

と求めることができる。
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例題 （定量発注法）

• 年間使用量が1000個で、１回当たりの発注
費用1000円、１個当たりの在庫維持費が
100円のとき、最適発注量を求めよ。
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解法

• 公式を適用して最適発注量を求める。

–年間使用量Ｒ ＝1000個

–発注費用Ａ ＝1000円／回

–在庫維持費Ｐ ＝100円／個

の値を代入すると、

Ｑ*＝√1000×1000÷100＝100

• よって、最適発注量は100個である。

2008年11月 7日 経営工学概論 11



まとめ

• 在庫管理

• 定量発注法における最適発注量

–ある期間における使用量Ｒ

– １回当たりの発注費用Ａ

– １個当たりの在庫維持費用Ｐ
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課題

• あるガソリンスタンドでは、１か月あたり４９０
キロリットルのガソリンを出荷している。１回の
発注に１０万円の費用が発生し、ガソリンの貯
蔵に１キロリットル当たり１万円の費用がかか
るとき、在庫コストが最小となる発注量を求め
よ。また、そのときの発注回数は１か月当たり
何回になるか答えよ。
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次回の予定

• 第22回 「在庫管理」

–日時： ２００８年１１月１４日（金）

–場所： ８４５教室
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課題

• ある店で１個３００円（原価１５０円）のケーキ
を作って販売している。過去１００日間の販売
個数は次の表のとおりであり、今後もこの割
合で売れると予測している。ケーキは１０個単
位で販売する。また、売れ残りは処分する。こ
のとき、何個作ると、利益金が最も高くなると
期待されるか
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１日の販売個数 ９０ １００ １１０ １２０

日数 ２０ ５０ ２０ １０


